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島高だより 
平成 28 年 12 月号 

（通巻第 129 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

4 日（水） （3 年 ～5 日） 

 6 日（金）冬季補習（全学年 ～7 日） 

8 日（日）中地区学習交流会（2 年  

9 日（土）土曜講座（全学年） 

10 日（火）始業式・校内実力  

13 日（金）大学入試センター試験出陣式 

14 日（土）大学入試センター試験（～15 日） 

16 日（月）センター試験自己採点（3 年） 
 

 

     

 

校長室  

校  長 野 田  定 延 

      

私たちは多くの人に支えられて生きています。毎日、目の前のことに一生懸命取り組

んでいると、自分一人の力で頑張っているような錯覚に陥りますが、身の回りで支えて

くださっている人はたくさんいます。家族、友人、先生方などがすぐ頭に浮かぶことで

しょう。しかし、そのほかにも自分が気づかないところで私たちを支えてくださってい

る人もたくさんいます。そんな方々に、みなさんはきちんと感謝の気持ちを伝えること

ができていますか。 

先日、校長室に電話がありました。熊本の高校 3 年生からです。「私のことを覚えて

いらっしゃいますか。おかげさまで第一志望の大学に受かりました。ありがとうござい

ました。」というものでした。彼女は、4 月の熊本地震発生後、島原半島の実家に一時

避難していました。大学進学を考えているので勉強したいけれど、命からがら避難した

ので教科書も参考書もなく大変困っているとのことでした。島原高校で勉強させて欲し

いという要望があったので、先生方と相談して受け入れることにしました。彼女は、放

課後の進路指導室で黙々と勉強しました。時々、島高の先生方が英語や数学や化学など

の勉強をみてあげることもありました。大学受験を控えた高校生が、慣れない土地で学

校にも通えず授業も受けられず、ただただ時間だけが過ぎていくという現実に立ち向か

うのは、大変なことだったと思います。しかし、そこでできることを見つけ、懸命に一

歩ずつ前に進んでいこうとしている彼女の姿に胸を打たれたことを覚えています。1 週

間ほどで彼女は熊本に帰っていきました。わずか 1 週間程度の関わりだったにもかかわ

らず、それを忘れずに感謝の電話をしてくれたことが何より嬉しく、本校の先生方にも

報告して一緒に彼女の合格を喜びました。 

平成２８年も、もう残りわずかです。１年の終わりを迎えるに当たって、皆さんもこ

れまで自分を支えてくださった方々に思いを巡らせてみてください。そして、感謝の気

持ちを素直に伝えましょう。 

◆生徒感想より  
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。  

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。  

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。  

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。  

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。  

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。  

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。  
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17 日（火）特別編成授業開始（3 年） 

     地学講座研究発表（理数科 1 年） 

21 日（土）出願校面談（3 年 ～22 日） 

進研実力テスト  

23 日（月）早朝補習中断（～2/24） 
24 日（火）午後：短縮 40 分授業 
25 日（水）学校生活調査 
28 日（土）土曜講座（3 年）
     全統記述・東大レベル模試（2 年） 
31 日（火）

感謝の気持ちを伝えよう 
 

◆剣道 

：黒川 大樹  鶴浜 貴志  藤野 聖那  松﨑賢士郎  

：藤崎 薫子 竹中 美帆 杉本 唯子 大園 望夏 堤  

少年男女支援コーチ：渡邉  孝経 教頭先生 少年女子コーチ：荒木 雅義 先生 
 
◆レスリング  

：濵本 大徳 喜多 豊和 金子 功誠 金子 将大 大津 拓馬  

◆剣道 
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◆レスリング  

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 
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体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

１１月開催競技   

レスリング 11/14～11/15 島原翔南高校体育館 

剣道   男・女 11/7～11/8 佐世保市東部スポーツ広場体育館 

１月開催競技   

男・女 1/16～1/18 長崎地区高校体育館、県立総合体育館 

男・女 1/16～1/18 中地区高校体育館、諫早市とどろき体育館 

サッカー 1/16～1/24 

■10 月 9 日（木）３年生激励会  

大学入試センター試験まで、残り 100 日を切りました。刻々と時間が過ぎる中、３年生は

必死に受験勉強に励んでいます。また、一足早く推薦入試やＡＯ入試を受験している生徒も

おり、各々が進路実現に向けて正念場を迎えています。 

会では異動した先生方からのビデオメッセージが流れた後、1・2 年生から応援メッセー

ジの色紙が、PTA からしおりと千羽鶴が手渡され、長丁場となる受験期を乗り切ってほしい、

という全体の思いを届けました。 

■10 月 13 日（火）～23 日（金） 

第１回夜間学習会  

３年生を対象に夜間学習会を実施し

ています。第 1 回は 119 人が参加しまし

た。 

19:00～22:00まで自学場所を提供し、

可能な限り添削指導・質問に対応してい

ます。なお、第 2 回は 12 月中旬に実施

予定です（行事予定参照）。 

■10 月 9 日（木）３年生激励会  

 
 
 
11 月 26 日（土）、『がまだして紡ごう親子の絆』を大会テーマとし、平成 28 年度

島原地区高等学校・特別支援学校ＰＴＡ連合会秋季研修会が島原市のホテル南風楼で
開催されました。 

本多裕章島Ｐ連会長、県生涯学習課・黒田優一指導主事の挨拶に始まり、各委員会
から活動報告があり、長崎県教育委員会委員の浦川末子氏による「今こそ親の出番で
す～向き合うということ～」と題した基調講演やパネルディスカッションが行われま
した。 

研修会全体を通して、親子の対話を大切にし、絆を深めていく重要性を改めて確認
することができ、良い機会となりました。ご出席・ご協力いただきました保護者の皆
様、誠にありがとうございました。 

 
 

 
 
 
 
 
 

「まゆやまロード健脚大会」1/31(火)の実施に伴い、炊き出しにご協力いただける
方を募集中です。ご案内と参加票はお子様を通じて配布しております。多くの皆様に
ご参加いただければ幸いです。よろしくお願い致します。 

 

１２月に各学年とも検討会を実施しました。それぞれの学年において、学年全体および

一人ひとりの学力・生活面の現状分析、今後の指導方針について話し合いました。  

各学年ごとに内容の一部をお知らせします。  

 

【３年生】・・記述模試（国公立大学二次試験、私立大一般入試を想定）は順調に推移し

ている。マーク模試（センター試験を想定）の結果から、残り１ヶ月で強化する教科・科

目をしっかり確認させる。国公立大学志望者については、受験候補大学を将来の目標や大

学の研究内容などをもとに幅広く考えておきたい。  

 

【２年生】・・１０月の模試から理科・地歴公民が加わり、今後５教科総合の力が必要と

なる。また、主要３教科では国語・英語の伸びが課題。これまで以上の家庭学習充実のた

め、課題の量や提出日の調整が必要。部活動顧問とも連携を図る。  

 

【１年生】・・夏の模試と比較して、国語・英語の成績が向上しています（数学も悪いわ

けではありません）。更なる向上を目指して、冬季補習から１月早朝補習については苦手

教科克服を目標に、３教科の講座選択制で実施する計画です。  

教務部 川口 恭子 
 

進路指導部主任 酒井 太一 
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12 月 10 日（土）、11 日（日）の 2 日間、1 年生 7 名で東京研修旅行に行きました。 

２日間とも関東島高同窓会長の勝又様にご同行いただき、東京大学・早稲田大学・東京  

工業大学の訪問・散策を行いました。 

10 日の夜は関東島高同窓会の方々に懇談会を開いて 

いただき、意見交換を行うことができました。 

その中で、ＯＢの一ノ瀬様より「今後ＡＩがどんどん 

普及していく社会で必要とされる人物は、豊かな経験 

を積んで、自分自身の責任で判断を下せる人なのでは 

ないか」とお話いただきました。 

生徒たちは先輩方の言動に大きな感銘を受け、東京 

の雰囲気を感 刺激的な 2 日間  

 

 

剣 道 部     （ 

 男子 団体  優 勝   
    個人  優 勝   林田 拓朗 
        第２位   黒川 雄大  
 女子 団体  優 勝 
    個人  第２位   山口 小波   
        第３位   松田 美結女      
        第３位   大園 望友  
県民表彰特別賞 
第 71 回国体剣道競技少年男子県選抜チーム 
 
レスリング部 

    団体    優 勝                                    
 男子 50kg 級 第３位 宮川 永斉                            
       60kg 級 優 勝 岡田 隼季                            
      66kg 級 優 勝 金子 将大                            
      84kg 級 優 勝 大津 拓馬 
       個人    優 勝  伊藤 希                             
          第２位 森瀬 詩乃 
  
バスケットボール部 

女子  第３位     
  
バレーボール部 

 
放 送 部 
平成 28 年度長崎県高等学校総合文化祭 
第 38 回九州高校放送コンテスト長崎県大会 

テレビ番組部門  優秀賞 
ラジオ番組部門  優良賞 
朗読部門     優秀賞  前田 理子 

 
理 学 部 
長崎県高等学校総合文化祭  

22 回科学研究発表大会 
展示部門 部活動の部  優秀賞  

 
囲碁愛好会 
第 31 回全九州高等学校囲碁選手権宮崎大会 
 男子個人戦 九路盤の部   

第３位  松本 直太 
       十九路盤の部  

準優勝  松本 直太 
県民表彰特別賞        松本 直太 
 
理 数 科 
第 60 回日本学生科学賞長崎県審査委員会 
          佳 作  柴原 成 
 
生徒会 
感謝状 社会福祉法人長崎県共同募金会より 
 

初日はバスに乗って出発し、博多駅から新幹線で京都へ。まだ美しい紅葉が残っていた嵐山を

散策しました。２日目午前中はタクシー研修で、班ごとに清水寺や伏見稲荷大社といった京都の

名所を回り、午後には再び新幹線で東京に移動しました。限られた時間ではありましたが夜間ラ

イトアップされた浅草寺周辺を散策し、バスの車窓越しにスカイツリーと東京タワーを眺めなが

ら池袋のシティホテルに到着しました。 

 

 

 

 

３日目、理数科は東京大学柏キャンパスを訪問し、最新の機器を使った実験を体験しました。 

普通科は班別の企業訪問研修を行いました。朝の満員電車、駅の複雑さに圧倒され、訪問マナーに

戸惑いながらも、無事に目的を遂げて集合場所に辿り着いた生徒たちの顔は達成感に満ちていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そしてお楽しみの東京ディズニーランドでは、童心に返って園内を元気に駆け回るグループの姿が

見られました。最終日には皇居周辺を散策したのち、羽田空港から飛行機に乗って帰路につきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全日程で天候に恵まれ、大きな事故やけがもなく、予定通りの研修ができました。特に事業所訪問

（25 カ所）及び大学研究所訪問では、事前学習を含め生徒たちの積極的な取り組みにより、今後の進

路選択に繋がる学習を行うことができました。移動時間が多く研修時間が短い場所もありましたが、

生徒たちは旺盛な好奇心と素直に感動する豊かな感性をもって、見聞を大いに広め、貴重な経験を積

んでくれたと思います。保護者のみなさま、関わってくださったみなさま方に感謝申し上げます。 

修学旅行も無事終了し、70 回生もいよいよ進路実現に向けて学業 充 実の時を迎えます。ご家庭に

おかれましても、今後ともご協力をよろしくお願いいたします。 

 

生徒会指導部 志水 法子 

（12 月 14 日実施分まで掲載） 

12 月 6 日(火)～9 日(金)の３泊４日、２年生は

修学旅行で京都・東京を訪れました。 

 12 月 12 日(月)～16 日(金)に実施された｢歳末たすけあい募金運動｣の

一環としまして、12 日にエレナ島原店・トライアル島原店・ウィルビー

前で街頭募金活動を行いました。 

集まった募金は校内での募金と合わせて、長崎新聞社を通じて共同募

金会に寄付致します。今年も厳しい経済状況が続く中、たくさんの募金

をお寄せいただきありがとうございました。 

一
学
年
副
主
任 

小
佐
々 

慎
也 

集計結果（街頭＋校内）… １８１,１２２  

 

２学年主任 小森 貴 
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